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抄録

【目的】現在、国立保健医療科学院（以下、科学院）における病院職員へのトップマネジメント研修の一部として、病院長コース、看護部長コースが実施されている。昨今の病院管理における課題は、経営効率化、人事考課等に関する議論のみでなく、医療の安全や質向上、地域連携、職員・患者満足度への配慮など、多岐にわたっている。国民の医療安全に対する意識の高まりや、地域での医療制度改革に伴う変革の中で、今回、病院トップマネジメントにおいて直面している課題について検討した。

【方法】平成19年度に実施された病院長コース、看護部長コースにおいて、自院が直面している課題について検討した。看護部長コースでは、病床規模別にグループ作業を行い課題を抽出した。なお、集計に際しては病院名、個人名は匿名とした。

【結果】直面する課題として、人員確保や看護師確保（7:1看護）など、主として人材育成に関わる課題が中心であり、課題については病床規模別に差がみられなかった。
【考察】病院トップマネジメントにおける課題抽出では、成果主義の組織風土による職員の燃え尽き、メンタルヘルスケア対策の必要性も挙げられ、医療従事者－患者間のコミュニケーションだけでなく、職種間コミュニケーションにおける課題も挙げられた。
